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ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社
東京都千代田区永田町2-11-1 山王パークタワー 

<お問い合わせ先> 

電話番号：03-5156-5108 

受付時間：営業日の午前9時～午後5時 

  https://funds.dws.com/ja-jp/ 

＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせくだ
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限 

運用方針 
信託財産の積極的な成長を目指して
運用を行います。 

主 要 
運用対象 

わが国の取引所に上場(これに準ずる
ものを含みます。)している中型・小
型株を主要投資対象とします。 

組入制限 

株式への投資割合には制限を設けま
せん。外貨建資産への投資は、信託
財産の純資産総額の30％以内としま
す。 

分配方針 

年1回の毎決算時(原則として3月10
日。ただし、当該日が休業日の場合
は翌営業日。)に、原則として以下の
方針に基づき収益分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、繰越分を含

めた利子・配当収入と売買益(評価
益を含みます。)等の全額としま
す。 

②分配金額は委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定し
ます。ただし、分配対象額が少額
の場合は、分配を行わないことが
あります。 

③留保益の運用については特に制限
を設けず、委託会社の判断に基づ
き、元本部分と同一の運用を行い
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ドイチェ・ジャパン・ 
グロース・オープン 

（愛称：咸臨丸） 

 

第24期 運用報告書(全体版) 

決算日 2023年３月10日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■投資者のみなさまへ 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し

上げます。 

 さて、｢ドイチェ・ジャパン・グロース・

オープン（愛称：咸臨丸）｣は、2023年３月

10日に第24期の決算を行いました。ここに

期中の運用状況をご報告申し上げます。 

 今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

20期(2019年３月11日) 17,564 0 △25.1 99.0 2,005 

21期(2020年３月10日) 14,597 0 △16.9 99.4 1,499 

22期(2021年３月10日) 20,289 0 39.0 97.5 1,859 

23期(2022年３月10日) 18,356 0 △ 9.5 95.1 1,628 

24期(2023年３月10日) 17,974 0 △ 2.1 97.3 1,547 
 
(注)当ファンドは、トップ・ダウン・アプローチ及びボトム・アップ・アプローチの組合せによるアクティブ運用を行い、信託財産の成長

を目指すため、ベンチマーク及び参考指数を設けておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年３月10日 18,356 － 95.1 

３月末 20,053 9.2 93.7 

４月末 19,354 5.4 96.3 

５月末 18,876 2.8 97.0 

６月末 18,288 △0.4 96.4 

７月末 17,857 △2.7 98.2 

８月末 18,545 1.0 95.9 

９月末 17,714 △3.5 97.1 

10月末 17,851 △2.8 96.0 

11月末 18,347 △0.0 97.3 

12月末 16,917 △7.8 96.7 

2023年１月末 17,239 △6.1 97.4 

２月末 17,670 △3.7 97.8 

(期  末)    

2023年３月10日 17,974 △2.1 97.3 
 
(注)騰落率は期首比です。 
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○当期の運用概況と今後の運用方針 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

 
基準価額と純資産総額の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注1)分配金再投資基準価額は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォ

ーマンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が0円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 

(注2)分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

◆基準価額 

 当ファンドの基準価額は期末において17,974円となり、前期末比2.1％下落しました。 

 運用に関しましては、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資を行

い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資するという基本理

念を踏襲しました。 

 通期業績や配当予想の増額修正が好感された遊技機メーカーの保有等がプラスに寄与した一方、

上方修正した業績予想が市場予想に届かなかったことが失望された玩具メーカーや、一定期間に保

有株の売却を行わないロックアップ期間が終了し、大株主が売却するとの思惑が売りに繋がったエ

ンタメ事業会社の保有等がマイナスに働きました。 
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◆投資環境 

 当期の日本株式市場で株価は上昇しました。期初以降、世界的なインフレや金融引き締めの動向

とそれらが景気や企業業績に及ぼす影響、ウクライナ情勢や中国景気の先行きを巡る思惑などに一

喜一憂し方向感の乏しい展開が概ね続きました。世界各国が金融引き締めを強化するなか、日銀は

緩和的なスタンスを維持し金利差が拡大したことで大幅な円安が進んだことや、欧米に遅れて経済

活動の正常化による景気回復が期待されたことなどは日本株を支える要因となりました。期末にか

けては、中国がコロナ対策を大幅に緩和し経済活動の本格的な再開に対する期待が高まったことや、

植田次期日銀総裁候補が金融緩和を継続する姿勢を示したことなどを受け、株価は堅調に推移しま

した。 

 

◆運用状況 

 運用に関しましては、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資を行

い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資するという基本理

念を踏襲しました。 

 世界的なＬＮＧ設備投資拡大による恩恵が期待されたインフラ建設サービス会社や、ロシアに対

する経済制裁などによるチタン市況の逼迫が業績の追い風になると期待された非鉄金属メーカー

を購入するなどしました。一方、世界的な景気後退による業績への影響が懸念された石油・ガス会

社や、業績は好調ながらも売り圧力の強さから上値の重い展開が続くと思われた半導体部品メーカ

ーを売却するなどしました。 
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◆収益分配金 

 基準価額水準等を勘案して、分配は行わないことといたしました。なお、留保された収益金につ

きましては、当ファンドの運用の基本方針に基づき運用させていただきます。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第24期 

2022年３月11日～ 
2023年３月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 17,209  
 
(注1)対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

(注2)当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金(税込み)と一致しない場合があります。 

 

◆今後の運用方針 

 当ファンドでは引き続き、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資

を行い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資し、信託財産

の積極的な成長を目指して運用を行います。 

 当面、企業業績悪化に対する懸念が株価の上値を抑える要因となる一方、バリュエーション面で

の割安感が株価の下支え要因になるという構図が続き、国内株式市場はレンジ内での推移になると

予想しています。一方、米国では景気後退を回避できる可能性に対する期待と、インフレの再加速

及び利上げ継続に対する懸念が交錯しており、もみ合いの展開が続くとみられます。新日銀総裁に

よる新体制のもとでの初会合となる2023年４月の金融政策決定会合には、市場参加者の高い注目が

集まると思われます。政策変更はある程度、市場に織り込み済みとみられますが、金融政策決定会

合の開催はゴールデンウィークの直前であり、３月決算企業による決算発表の集中時期とも重なる

ことから、市場の波乱要因になる可能性もあると考えています。運用にあたっては、バリュエーシ

ョンが低位に留まっている銘柄や、配当利回りが相対的に高い銘柄のなかから、外部環境の変化や

自助努力により大きな増益を見込むことが出来る銘柄の組み入れを増やす方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 361  1.980  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (200)  (1.100)  委託した資金の運用等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (140)  (0.770)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 20)  (0.110)  運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 43   0.237   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 43)  (0.237)   

（c） そ の 他 費 用 18   0.100   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （監査費用・印刷費用等） ( 18)  (0.100)  監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や目論見書や運用報告
書の作成に係る費用等 

 合 計 422   2.317    

期中の平均基準価額は、18,225円です。  

 
(注1)期中において発生した費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算

出した結果です。 
(注2)各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3)各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
(注4)監査費用・印刷費用等にはマイナス金利に係る費用等を含みます。 
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(参考情報) 

○総経費率 

 当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(１口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は2.08％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注1)当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
(注2)各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
(注3)各比率は、年率換算した値です。 
(注4)上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 2,081 4,304,845 2,279 4,304,257 
 (   21) (       －)

 
(注1)金額は受渡し代金。 
(注2)単位未満は切捨て。 
(注3)( )内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 8,609,102千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,544,496千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 5.57   
 
(注1)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
(注2)単位未満は切捨て。 

 

○主要な売買銘柄 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

 

買 付 売 付 
銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価 

 千株 千円 円  千株 千円 円 
ふくおかフィナンシャルグループ 38.9 99,380 2,554 ふくおかフィナンシャルグループ 38.9 104,091 2,675 

フューチャー 53.9 92,726 1,720 ＩＮＰＥＸ 69.9 98,884 1,414 

しまむら 6.5 77,399 11,907 新光電気工業 18.1 81,175 4,484 

日揮ホールディングス 40.8 73,838 1,809 円谷フィールズホールディングス 52.5 80,254 1,528 

ヤマダホールディングス 154.1 72,192 468 フューチャー 53.9 79,631 1,477 

大阪チタニウムテクノロジーズ 36.6 69,197 1,890 コスモエネルギーホールディングス 23.3 76,306 3,274 

電源開発 33.3 64,250 1,929 Ｔ＆Ｄホールディングス 50.1 75,401 1,505 

メイコー 16.6 61,800 3,722 双日 34.1 75,138 2,203 

クラレ 53.4 57,278 1,072 しまむら 6.5 74,231 11,420 

ＳＲＥホールディングス 17.9 55,844 3,119 ヤマダホールディングス 154.1 73,980 480 
 
(注1)金額は受渡し代金。 
(注2)金額及び平均単価の単位未満は切捨て。 

 

株式 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 

株式 
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○利害関係人との取引状況等 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは、DEUTSCHE BANK AG、ドイツ証券です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況  (2022年３月11日～2023年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 
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○組入資産の明細 (2023年３月10日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉱業（2.5％）    

ＩＮＰＥＸ 56.1 － － 

石油資源開発 － 7.6 38,076 

建設業（2.1％）    

ウエストホールディングス 10.3 － － 

九電工 － 8.9 31,639 

食料品（4.0％）    

寿スピリッツ － 2.7 24,462 

ライフドリンク カンパニー － 12.2 35,514 

繊維製品（－％）    

セーレン 14.1 － － 

化学（9.3％）    

クレハ － 3.5 30,100 

三井化学 － 4.7 15,862 

日油 － 4.5 27,360 

サカタインクス － 20.8 21,465 

上村工業 4.2 － － 

メック 9.2 － － 

ＪＣＵ 7.2 － － 

デクセリアルズ 15.6 8.8 23,883 

エフピコ － 6.4 21,216 

医薬品（2.4％）    

ロート製薬 － 13.8 36,542 

石油・石炭製品（－％）    

出光興産 10.1 － － 

コスモエネルギーホールディングス 12.1 － － 

ガラス・土石製品（2.8％）    

太平洋セメント － 16.1 42,149 

東洋炭素 7.9 － － 

鉄鋼（－％）    

大和工業 16.9 － － 

非鉄金属（3.1％）    

三井金属鉱業 9.4 － － 

東邦亜鉛 10.6 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＤＯＷＡホールディングス 6.8 － － 

フジクラ － 48.5 47,481 

機械（11.4％）    

平田機工 － 3.5 23,485 

ＳＡＮＫＹＯ － 9.5 54,055 

ダイコク電機 － 14.5 44,225 

グローリー － 16.9 49,533 

電気機器（7.2％）    

イビデン 6.9 5.2 25,402 

ソシオネクスト － 2.2 22,088 

ワコム 21.6 － － 

メイコー － 9.2 26,799 

オプテックスグループ － 16.6 34,743 

芝浦電子 2.7 － － 

日本シイエムケイ 57.6 － － 

三井ハイテック 2.3 － － 

新光電気工業 10.2 － － 

ニチコン 23.8 － － 

輸送用機器（－％）    

トヨタ紡織 12.1 － － 

精密機器（2.9％）    

タムロン － 12.8 43,008 

その他製品（5.2％）    

壽屋 － 3.8 32,224 

スノーピーク 14.8 － － 

ヨネックス － 10.9 14,322 

イトーキ － 41.3 32,048 

電気・ガス業（－％）    

大阪瓦斯 19.7 － － 

陸運業（1.6％）    

鴻池運輸 － 15.5 23,420 

海運業（－％）    

川崎汽船 8.2 － － 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

情報・通信業（7.0％）    

ＳＨＩＦＴ 0.7 － － 

ＵＬＳグループ － 4.3 14,383 

Ａｐｐｉｅｒ Ｇｒｏｕｐ － 14.4 26,884 

スマレジ － 17.2 43,103 

ＪＭＤＣ 2.1 － － 

ジャストシステム 8.1 － － 

オープンワーク － 3.8 20,330 

ＫＡＤＯＫＡＷＡ 11.2 － － 

卸売業（6.0％）    

円谷フィールズホールディングス 43.4 16.4 67,322 

双日 29.1 － － 

マクニカホールディングス 10.3 － － 

ＢｕｙＳｅｌｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ － 3.9 22,815 

小売業（6.1％）    

物語コーポレーション － 12.9 34,984 

パン・パシフィック・インターナショナルホ － 22.2 57,542 

証券、商品先物取引業（－％）    

ＳＢＩホールディングス 17.3 － － 

保険業（－％）    

かんぽ生命保険 16.2 － － 

Ｔ＆Ｄホールディングス 35 － － 

その他金融業（－％）    

三菱ＨＣキャピタル 41 － － 

イー・ギャランティ 16.8 － － 

不動産業（6.9％）    

ＳＲＥホールディングス － 8.3 30,751 

ケイアイスター不動産 8.8 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ティーケーピー － 7.9 24,292 

テンポイノベーション － 16.9 22,037 

霞ヶ関キャピタル － 6.8 26,622 

サービス業（19.5％）    

カカクコム 10.8 － － 

エスプール 16.4 － － 

クリーク・アンド・リバー社 9.8 27.1 62,059 

テクノプロ・ホールディングス － 7.9 28,558 

アドベンチャー － 3.5 33,180 

ジャパンマテリアル 21.6 13.1 28,924 

ウェルビー 14.6 － － 

マネジメントソリューションズ － 6.1 20,892 

アンビスホールディングス 5.2 － － 

ステムセル研究所 6.2 6.6 16,790 

ＬＩＴＡＬＩＣＯ 5.3 9 23,022 

サンウェルズ － 4.3 33,411 

ＴＲＥホールディングス 17.2 － － 

共立メンテナンス － 8.4 46,116 

合 計 
株 数 ・ 金 額 717 541 1,505,132 

銘柄数＜比率＞ 47 47 ＜97.3％＞ 
 
(注1)銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比

率。 
(注2)合計欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
(注3)評価額の単位未満は切捨て。 
(注4)－印は組入れなし。 
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○投資信託財産の構成 (2023年３月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 1,505,132 90.9 

コール・ローン等、その他 149,783 9.1 

投資信託財産総額 1,654,915 100.0 
 
(注)評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年３月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,654,915,072   

 コール・ローン等 45,787,916   

 株式(評価額) 1,505,132,400   

 未収入金 100,872,606   

 未収配当金 3,122,150   

(B) 負債 107,461,875   

 未払金 91,888,150   

 未払解約金 58   

 未払信託報酬 14,824,869   

 未払利息 125   

 その他未払費用 748,673   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,547,453,197   

 元本 860,945,315   

 次期繰越損益金 686,507,882   

(D) 受益権総口数 860,945,315口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,974円 
 
<注記事項> 
期首元本額 887,353,850円
期中追加設定元本額 30,861,295円
期中一部解約元本額 57,269,830円

 

○損益の状況 (2022年３月11日～2023年３月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 42,424,250   

 受取配当金 42,477,239   

 受取利息 △          5   

 その他収益金 340   

 支払利息 △     53,324   

(B) 有価証券売買損益 △ 42,107,893   

 売買益 347,780,378   

 売買損 △389,888,271   

(C) 信託報酬等 △ 33,087,257   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 32,770,900   

(E) 前期繰越損益金 281,682,296   

(F) 追加信託差損益金 437,596,486   

 (配当等相当額) (  830,061,345)  

 (売買損益相当額) (△392,464,859)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 686,507,882   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 686,507,882   

 追加信託差損益金 437,596,486   

 (配当等相当額) (  830,061,345)  

 (売買損益相当額) (△392,464,859)  

 分配準備積立金 651,547,842   

 繰越損益金 △402,636,446   
 
(注1)(A)配当等収益－支払利息にはマイナス金利に係る費用等を含

みます。 
(注2)(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注3)(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
(注4)(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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○分配金の計算過程 

(2022年３月11日～2023年３月10日) 

項 目 当 期 

ａ．配当等収益（費用控除後） 9,336,993円 

ｂ．有価証券売買等損益 
（費用控除後、繰越欠損金補填後） 

0 

ｃ．信託約款に定める収益調整金 830,061,345 

ｄ．信託約款に定める分配準備積立金 642,210,849 

ｅ．分配対象収益（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1,481,609,187 

ｆ．分配対象収益（１万口当たり） 17,209 

ｇ．分配金 0 

ｈ．分配金（１万口当たり） 0 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
(注1)分配金をお支払いする場合 

分配金のお支払いは、原則として決算日から起算して5営業日までに開始いたします。 
(注2)分配金を再投資する場合 

お手取り分配金は、税引後みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 
＊個人受益者が受取る普通分配金については、原則として20％(所得税15％、地方税5％)の税率で源泉徴収されます。(法人受益者の場合

は税制が異なります。) 
2014年1月1日から2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興
特別所得税が付加され、20.315％(所得税及び復興特別所得税15.315％、並びに地方税5％)の税率が適用されます。 

＊少額投資非課税制度｢ＮＩＳＡ(ニーサ)｣、｢ジュニアＮＩＳＡ｣をご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信
託等から生じる配当所得及び譲渡所得が一定期間非課税となります。ご利用になれるのは、販売会社で非課税口座を開設する等、一定
の条件に該当する方となります。詳しくは、販売会社にお問合せ下さい。 

＊元本払戻金(特別分配金)が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金(特別分配金)を控除した額
が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

＊税法が改正された場合等には、上記の内容が変更されることがあります。 
＊課税上の取扱いの詳細については、税務専門家または税務署にご確認下さい。 

 

<お知らせ> 

・該当事項はございません。 

 


